
告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
意
見
を
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

意
見
の
概
要 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

（
仮
称
）
ヤ
オ
コ
ー
川
越
的
場
新
町
計
画 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
市
的
場
新
町
二
十
一
―
七
外 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
そ
の
他
の
意
見
の
概
要 

 
 

・ 

周
辺
交
通
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
住
民
説
明
会
に
お
け
る
事
業
者
等
の
回
答
に
よ
る
と
、 

 
 

 

自
動
車
来
店
経
路
は
す
べ
て
店
舗
所
在
地
東
側
の
お
い
せ
通
り
か
ら
を
想
定
し
て
お
り
、 

 
 

 

そ
の
場
合
に
も
需
要
率
は
い
ず
れ
も
一
を
下
回
る
こ
と
か
ら
渋
滞
は
発
生
し
な
い
見
込
み 

 
 

 

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
最
も
混
雑
が
予
想
さ
れ
て
い
る
交
差
点
一
（
霞
ヶ
関 

 
 

 

北
小
南
東
側
）
で
は
、
開
店
前
に
比
し
て
休
日
需
要
率
が
約
六
割
増
し
、
平
日
需
要
率
も 

 
 

 

四
割
以
上
増
す
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
自
動
車
通
行
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
お
い
せ 

 
 

 

通
り
以
外
の
周
辺
道
路
へ
迂
回
す
る
自
動
車
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
特
に
、 

 
 

 

店
舗
所
在
地
北
側
出
口
Ｔ
字
路
及
び
交
差
点
一
ま
で
の
間
に
あ
る
二
箇
所
の
Ｔ
字
路
（
計 

 
 

 

三
箇
所
の
Ｔ
字
路
）
で
は
、
右
折
車
の
発
生
に
よ
り
、
交
差
点
一
手
前
で
渋
滞
や
事
故
の 

 
 

 

発
生
の
可
能
性
が
高
ま
る
も
の
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
安
全
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に
通
行 

 
 

 

で
き
る
よ
う
、
警
備
員
の
配
置
な
ど
を
含
む
各
種
交
通
対
策
を
開
店
時
の
み
な
ら
ず
継
続 

 
 

 

的
に
実
施
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。 

 
 

・ 

騒
音
予
測
に
つ
い
て
は
、
住
民
説
明
会
に
お
け
る
事
業
者
等
の
回
答
に
よ
る
と
、
発
生 

 
 

 

す
る
騒
音
の
予
測
結
果
は
、
昼
夜
と
も
環
境
基
準
値
を
満
た
し
て
お
り
、
ま
た
、
定
常
・ 

 
 

 

変
動
騒
音
と
も
夜
間
最
大
値
は
規
制
基
準
値
を
満
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 
 

 

し
か
し
、
騒
音
に
つ
い
て
は
、
そ
の
感
じ
る
と
こ
ろ
に
個
人
差
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
開 

 
 

 

店
後
に
苦
情
対
応
す
る
だ
け
で
な
く
、
開
店
後
に
騒
音
を
実
測
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
際 

 
 

 

に
基
準
値
を
上
回
る
騒
音
が
発
生
し
て
い
な
い
こ
と
を
周
辺
住
民
に
対
し
て
示
す
べ
き
で 

 
 

 

あ
る
と
考
え
る
。 

 
 

・ 

都
市
計
画
に
つ
い
て
は
、
住
民
説
明
会
に
お
け
る
事
業
者
等
の
回
答
に
よ
る
と
、
直
接 

 
 

 

結
び
つ
く
対
策
を
取
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
店
舗
所
在
地
は
、
川
越
市
決 

 
 

 

定
の
都
市
計
画
霞
ヶ
関
地
区
地
区
計
画
の
Ｅ
地
区
の
工
場
等
用
地
内
に
あ
る
。
当
該
都
市 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
四
十
八
号



 
 

 

計
画
は
、
良
好
な
市
街
地
を
実
現
す
る
た
め
に
、
住
宅
、
公
益
的
施
設
、
工
場
等
に
用
地 

 
 

 

を
区
分
す
る
と
と
も
に
、
建
築
物
の
用
途
、
壁
面
の
位
置
、
垣
・
柵
の
構
造
等
に
制
限
を 

 
 

 

加
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
都
市
計
画
の
趣
旨
に
鑑
み
て
、
店
舗
所
在
地 

 
 

 
の
土
地
所
有
者
で
あ
る
株
式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ
エ
ア
ロ
ス
ペ
ー
ス
が
、
従
来
、
現
地
に
施
し
て 

 
 

 

い
た
立
木
な
ど
の
緑
化
施
設
と
同
等
又
は
そ
れ
以
上
の
緑
化
施
設
を
設
置
す
べ
き
で
あ
る 

 
 

 

も
の
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
緑
化
施
設
は
、
昨
今
問
題
と
な
っ
て
い
る
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ 

 
 

 

ン
ド
現
象
や
二
酸
化
炭
素
発
生
の
抑
制
に
も
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
都
市
景
観
の
観
点
か 

 
 

 

ら
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。 

 
 

・ 

建
設
工
事
中
に
発
生
す
る
振
動
・
騒
音
・
砂
埃
に
つ
い
て
は
、
住
民
説
明
会
に
お
け
る 

 
 

 

事
業
者
等
の
回
答
に
よ
る
と
、
十
分
に
配
慮
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
工 

 
 

 

事
中
に
発
生
す
る
こ
れ
ら
の
問
題
に
関
し
て
は
、
各
住
戸
に
よ
り
被
害
状
況
が
異
な
る
と 

 
 

 

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
工
事
中
に
数
値
測
定
し
、
そ
れ
ら
が
法
令
の
定
め
る
基
準
や
一 

 
 

 

般
的
に
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
基
準
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
周
辺
住
民
に
対
し
て 

 
 

 

示
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
基
準
を
超
え
る
被
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
速 

 
 

 

や
か
に
原
因
を
究
明
し
、
対
策
を
講
じ
る
べ
き
と
考
え
る
。 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
八
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
九
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
川
越
比
企
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 


